
協同学習とは…  ～主体的・対話的で深い学びの実現に向けて～ 

MLA の実践による「分からない」と言える安心・安全な環境（学級づくり）を土台として、 

  『説明→個人思考→グループ思考→全体思考→個人思考』の学習の流れの中で  

  〇「学習のめあて」「まとめ」は学習者の視点で  

〇教師の説明を減らして、学習者のアウトプット重視の授業へ 

                                                  

 児童生徒の主体的な学びをとおした確かな学力の育成を目指し、教員研修を行っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

                                    

                              

 

学力向上 問題行動 いじめ 
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４隅から同時に持ち上げれば、全体が上

がる。（４つの取組による学校の課題解決） 

MLA推進理念 

○講 師 広島大学大学院 人間社会科学研究科  栗原 慎二 教授 

〇第１回 期 日：５月２５日（水） 

     場 所：各校にてオンライン研修 

     内 容：ＭＬＡ（マルチレベルアプローチ）総論 

     受講者：のべ４２０名 

（各校の管理職・推進リーダー・市外からの異動教員等） 

〇第２回 期 日：１１月８日（月） 

     場 所：桃生公民館 文化ホール 

     内 容：協同学習・ＵＤＬ（Universal Design for Learning） 

     授業者：４６名（各校の推進リーダー等） 

 

ＭＬＡ（マルチレベルアプローチ）とは… 

①ＳＥＬ（コミュニケーション力を育む） 

②協同学習（主体的に学ぶ力を育む） 

③ピア・サポート（思いやりの心を育む） 

④ＰＢＩＳ（夢や志を育む） 

４つの観点で、児童生徒の自己実現を支援する取組です。 

具体的な取組については、各校のお便りや Web ページをご覧 

ください。 

 

栗原教授 

石巻市教育委員会 


